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令和元年度国際交流推進事業概要

１事業の趣旨

オーストラリアに中学生を派遣し、ホームステイや体験入学等の交流を通して、中学生の豊かな

国際感覚を育み、互いの文化・価値観・生活様式等の理解と尊重を図り、友情を育むことを趣旨と

する。

２交流（派遣）先

オーストラリア・ニューサウスウェールズ州カウラ市

３カウラ市の概要

シドニーの西約３００kmに位置し、シドニーからは車で約５時間。ラクラン川の傾斜面に位

置しており、地名はアボリジナル（原住民語）に由来し、町を見下ろす花崗岩の露出している

部分、あるいは岩を意味するとされる。人口は約１万人。

第二次世界大戦中は、日本人の捕虜収容所があり、捕虜の脱走事件という悲劇が起こった。

戦後は、平和と友好を願い桜の木が植樹されるなど、日本との関係が深い。

４派遣期間

令和元年７月２４日（水）～８月１日（木）９日間

５派遣人数

市内中学２年生の男女８名、引率者２名計１０名

６これまでのオーストラリアへの派遣の経過

○平成５年１１月 オーストラリア姉妹都市候補地視察訪問（市長、議長他）

※青少年を主体とした交流を提案

○平成６年３月 白石市議員団８名がハーストビル市を表敬訪問

※オーストラリアでは、市議会議員の中から市長が互選される制度で

あり、市議会議員の訪問は、市民の総意と受けとめられた。

○平成６年８月 白石市中学生オーストラリアへの派遣事業開始。以降、新型インフルエ

ンザの流行により中止になった平成２１年度を除き、毎年派遣を実施。

○平成６年１０月２３日ハーストビル市との姉妹都市締結（市制４０周年記念）

○平成２８年５月 ハーストビル市が隣接市と合併しジョージズ・リバー市となる。姉妹都

市についての協議が進んでいないため、日本と関係が深いカウラ市を派

遣先とすることになった。
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　月　　　日 地　　　名 時刻予定 主な行事予定 食事 宿　泊

1 7月24日 白石市役所 12:45 市役所１階ロビー集合

　　　（水） 13:00 出発式　終了後バスで白石蔵王駅へ　

白石蔵王駅　発 13:58 やまびこ１４２号

東京駅　着　　　 15:48 モノレールで羽田空港へ、軽食 軽食

羽田空港　　 発 22:00 カンタス航空（ＱＦ２６便） 機内食 機内

2 7月25日 （機内で朝食） 機内食

　　　　（木） シドニー空港 着 8:30 バスでブルーマウンテン経由カウラへ 昼

聖ﾗﾌｧｲｴﾙ　ｶﾄﾘｯｸ　ｽｸｰﾙ 夕方 ホストファミリーと面会、ホームステイへ ﾎｰﾑｽﾃｲ

3 7月26日 カウラ

　　　　（金）

ﾎｰﾑｽﾃｲ

4 7月27日 カウラ

　　　　（土） ホストファミリーと１日過ごす

ﾎｰﾑｽﾃｲ

5 7月28日 カウラ

　　　（日） ホストファミリーと１日過ごす

ﾎｰﾑｽﾃｲ

6 7月29日 カウラ 朝 集合、カウラ見学

　　　　（月） （日本庭園、収容所跡、日本人墓地など） 昼

シドニー 　 バスにてシドニーヘ移動　（途中ジェノラン鍾乳洞見学） 夜 ホテル

7 7月30日 シドニー 10:00 自治体国際化協会シドニー事務所訪問 朝

　　　　（火） 　 シドニー市内観光 昼

夜 ホテル

8 7月31日 シドニー　 9:30 荷物をホテルに預けた後、タロンガ動物園見学 朝

昼

　　　（水） 16:00 ホテル到着

17:00 ホテル発　バスでシドニー空港へ⇒チェックイン後、軽食 軽食

シドニー空港 発 20:50 カンタス空港（ＱＦ２５便） 機内食 機内

9 8月1日 （機内で朝食） 機内食

　　　 （木） 羽田空港     着 5:15 両替、スーツケースを宅急便に預ける、軽食 軽食

羽田空港     発

東京駅　　　　着

東京駅　　　　発 10:00 やまびこ１３３号

白石蔵王駅　着 11:50 ※白石蔵王駅にて帰国あいさつ後　解散

令和元年度「オーストラリア友好親善訪問団」日程表

終日

ホストファミリーの子供と一緒に、登校。１日体験入学
（聖ﾗﾌｧｴﾙ　ｶﾄﾘｯｸ　ｽｸｰﾙ）

※授業の中で訪問団による発表（各種ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽまた
はﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ・白石紹介等)
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NO 学校名 氏名 性別

1 白石中学校 岩渕
いわぶち

　仁
に

琴
こ

女

2 白石中学校 加藤
かとう

　颯
そう

太
た

男

3 白石中学校 三宅
みやけ

　司
つかさ

紗
さ

女

4 福岡中学校 蓬田
よもぎだ

　結
ゆ

羽
う

菜
な

女

5 小原中学校 大浦
おおうら

　寛
かん

汰
た

男

6 東中学校 佐藤
さとう

　豊
ひろ

伸
のぶ

男

7 東中学校 橋詰
はしづめ

　明日
あ　　す

風
か

女

8 東中学校 山北
やまきた

　真緒
ま　　お

女

1 団長 岡崎
おかざき

　祐也
ゆうや

2 副団長 高
たか

間
ま

　めぐみ

       令和元年度　オーストラリア友好親善訪問団　団員名簿

引率者

東中学校教諭

白石市総務部危機管理課主幹
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オーストラリア友好親善訪問団の引率を終えて

オーストラリア友好親善訪問団団長

 白石市総務部危機管理課 岡崎 祐也

 今回、７月２４日（水）から８月１日（木）までの９日間、訪問団の引率として参加し

ました。私自身、１０年以上前に海外への訪問経験はあるものの、英語を話すことはでき

ない、中学生の引率という責任の重大さもあり、任命をされたときは大変不安でありまし

た。しかし、オーストラリア訪問前に中学生との研修に参加させていただき、市内各中学

校から選抜されたにも関わらず、生徒たちはすぐに打ち解け、何よりも訪問を楽しみにそ

して真剣に研修へ取り組む姿を見たとき、この訪問が将来において何かのきっかけになっ

てほしい、生徒たちがオーストラリアを満喫できるようサポートしたい、そんなことを思

いながら訪問の日を迎えました。

 オーストラリアでは、まずカウラ市を訪問し、カウラで起こった「戦争捕虜脱走事件」

について詳しく知ることとなりました。戦時中に受けた軍事教育や軍律という様々な要因

は考えられるものの、日本人が起こしてしまった悲しい事件に対し本当に残念な気持ちと

二度と同じ過ちを繰り返さないために自分自身が何をすべきか何ができるのか考えさせら

れました。生徒達もそれぞれ戦争や平和に対して感じるものがあったと思います。

ホームステイや体験入学等でお世話になった聖ラファエルカトリックスクールでは、学

校全体で私たち訪問団を温かく迎えいれていただきました。今年は、授業の１時限をいた

だき、白石の生徒たちは白石紹介等のプレゼンテーションを行いましたが、生徒１人１人

が訪問前の研修の成果を発揮し、堂々たる振る舞いでプレゼンや日本文化の紹介を行い、

大成功のうちに終了することができました。

 またホームステイでは、生徒たちは話している英語が理解できない、伝わらないといっ

た「壁」に早速ぶち当たったものの、時間を重ねるごとに徐々に慣れ、土日の休日では言

葉が伝わらない中でもホームステイ先の子ども同士で遊んだり、年下の兄弟の面倒をみた

りといったごくごく当たり前の生活から言葉や文化を理解しているのだと感じました。

今回の訪問で、私たち訪問団はホームステイや体験入学、言葉やオーストラリアの観光、

文化等に触れることができ、改めて日本とオーストラリアの違いや、お互いの国の良いと

ころ、悪いところを確認できたものと思います。

 この事業は、生徒の国際感覚や互いの文化等の理解と尊重、そして友情を育むことを目

的としておりますが、そもそも普段のありのままの日常生活をリアルに体験できる機会や

現地の文化や習慣を学べる機会は、そう多くはないものと思います。また、カウラ市を訪

問できるということは、現在の日本と過去の日本を知るという意味でも大変有意義であっ

たと考えます。団員の皆さんには、この訪問を機に知り合えた仲間とのつながりを大切に

し、友情の絆がいつまでも続いていってほしいと願っています。

最後に、プレゼン資料の調整や９日間に渡る生徒へのフォローをいただきました引率の

東中学校高間先生、総務課、教育委員会学校管理課、学校関係者の皆様、長期不在の間フ

ォローをいただきました危機管理課の皆さんに心から感謝を申し上げます。

このような貴重な経験をさせていただき、本当にありがとうございました。
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オーストラリア友好親善訪問を終えて 

白石市立東中学校 高間めぐみ 

 令和元年度の訪問団として，白石市内の中学２年生８名と市職員の岡崎団長の１０名で，９日間のオー

ストラリア訪問をさせていただきました。訪問先がカウラ市に変わって３年目，国際交流をさらに良いも

のにしようとする市職員の方々の情熱を感じながら，事前研修から一緒に準備をさせていただきました。 

 今年度は，友好親善活動の中心である出し物を，お世話になるホストファミリー対象ではなく，聖ラフ

ァエル校の生徒に披露するということで，新しい企画の内容を訪問団全員で意見を出し合い決定しまし

た。白石市や日本文化をプレゼンテーションで紹介する企画では，ラファエル校の生徒により楽しんでも

らうためにクイズ形式にしました。また，後半の日本文化を体験してもらう企画では，「書道，折り紙，

昔の遊び」の３つの班に分かれて紹介し，どんな英語を使い，どのように体験してもらうかなどを生徒同

士で考え，ALTの助けを借りながら作り上げました。限られた時間の中で次々案を出し，協力して出し物

を完成させる団員の姿はとても頼もしく，当日の交流がとても楽しみになりました。 

 いよいよ夏休みに入り，訪問する日が来ました。８名の生徒はとても仲が良く，常に元気で，白石市か

らカウラ市までの長い道中，全てのことを楽しんでいました。初めての事ばかりで，わくわくドキドキし

ながらも，好奇心旺盛な彼らは多くのことを見聞きし，吸収していたと思います。平らでどこまでも続く

美しい田園風景を眺め，生徒と一緒にオーストラリアに来られた喜びを実感していました。 

しかし，カウラ市ラファエル校の到着とともにホームステイが始まり，生徒は英語だけが飛び交う世界

に少し戸惑いながら，各家庭へと向かいました。言葉よりも気持ちが大事だと言われても，やはり言葉が

分からないのは本当に辛いです。自分の初めてのホームステイを思い出しながら，「何とか生き抜けよ！」

と祈りながら一晩を過ごしました。次の日は，一日学校体験の日でした。心配していた生徒は案外元気そ

うで，対面式や授業に臆することなく取り組んでいました。文化紹介授業では，ラファエル校の生徒皆が

意欲的にクイズに参加し，全員で盛り上がることができました。また，文化体験も生徒は準備してきた英

語を一生懸命使いながら交流を図り，ラファエル校の生徒と先生方に楽しく日本文化に触れてもらうこ

とができました。校長先生からも生徒の活動を大いに褒めていただき，とても誇らしく思いました。その

後，生徒は５時間の授業を体験し，土日も各自ホストファミリーと過ごし，英語のシャワーをたくさん浴

びましたが，粘り強く交流を図り，たくさんの経験と良い思い出を作ってきました。彼らの適応力は本当

に素晴らしいです。これから，英語だけの環境でコミュニケーションが取れたという自信と「もっと英語

が話せれば，もっと楽しめたはず」という悔しい気持ちを持ち，今後の英語学習を継続してほしいと思い

ます。自分の思いを正確に伝えられる大人になってほしいと思います。 

 カウラ市では，もう一つ印象に残る出来事がありました。それは，戦争捕虜収容所跡地と日本人墓地を

訪問し，７５年前に死を選んだ日本人兵士に手を合わせることができたことです。恥ずかしながら，オー

ストラリアにこんなに悲しい戦争捕虜の歴史があることを知りませんでした。ホストファミリーのキャ

シー先生と跡地を歩きながら意見を交わし，日本兵がどんな思いでこの地で亡くなったのか一緒に思い

を馳せました。また教育者同士，悲惨な歴史を繰り返さないために戦争について学ばせる機会を作ってい

くこと，平和を願う教育を行っていくことなどを話しました。この貴重な経験を自分の今後の指導，英語

の授業に生かしていきたいと思います。 

 訪問の後半では，ジェノラン鍾乳洞やシドニー市内の観光地を見学させていただきました。オーストラ

リアの大自然と大都会の両方を堪能させていただき，生徒と共に，本当に充実した９日間となりました。

現地ガイドの中村さんにも生徒共々大変お世話になり，心から感謝しております。このような素晴らしい

機会をいただき，全ての関係者の方々に心から感謝申し上げます。本当にありがとうございました。 
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役　職 氏　　名 所　　属 職名

委員長 成瀬
なるせ

　　啓
けい

小原中学校 校長

副委員長 矢口
やぐち

　　晃
あきら

大平小学校 校長

委　員 佐々木
ささき

　愛
まな

香
か

白石中学校 教諭

委　員 髙野
たかの

　弓絵
ゆみえ

福岡中学校 教諭

委　員 中井
なかい

　朋子
ともこ

小原中学校 教諭

委　員 一條
いちじょう

　亜紀子
あきこ

東中学校 教諭

令和元年度国際交流推進会議委員名簿
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～ 訪問団の写真から ～
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